
Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18

試験コード: AD0-E126

試験名称: Adobe Experience Manager Business Practitioner Professional

認定資格: Adobe

無料問題数: 18

バージョン: v2025-01-04

アクセス数: 218

ページビュー数: 180

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18-mondaishu.html

最新問題: 1
クライアントは AFMでホストされている複数のWebサイトを持っており、AFMの作成者
はWebサイトのコンテンツを変更する責任があります。AFMディスパッチャはこれらの
ページをキャッシュします。Webサイトに変更が加えられると、クライアントはキャッ
シュされたコンテンツを更新することを希望します。

キャッシュされたコンテンツを自動的に更新するには、どのキャッシュ方法を使用できま

すか?
A.コンテンツの更新
B.レプリケーションエージェントを構成する
C.キャッシュを手動で削除する
Answer: (解答を表示する)
Adobe Experience Manager (AEM)で変更が行われたときにキャッシュされたコンテンツ
を自動的に更新するには、レプリケーションエージェントを設定するのが最も効果的なソ

リューションです。レプリケーションエージェントは、オーサーインスタンスからコンテ

ンツがアクティブ化 (公開)されるたびに、AEMディスパッチャー上のキャッシュされた
コンテンツをフラッシュまたは無効化する役割を担います。これにより、手動による介入

を必要とせずに、キャッシュされたコンテンツが最新の状態に保たれます。

キャッシュ用レプリケーションエージェントの主な機能:
自動キャッシュ無効化:レプリケーションエージェントは、コンテンツが変更されたとき
にディスパッチャー上のキャッシュされたページを自動的に無効化するように設定でき、

ユーザーが常に最新のコンテンツを表示できるようにします。

コンテンツ配信パフォーマンスの向上:レプリケーションエージェントは、キャッシュを
自動的に更新し続けることで、エンドユーザーが更新されたコンテンツを迅速に受信でき

るようにし、最適なパフォーマンスを維持するのに役立ちます。
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カスタマイズ可能なキャッシュフラッシュ:レプリケーションエージェントは特定の
キャッシュ戦略に合わせてカスタマイズできるため、組織はニーズやサイト構造に基づい

てキャッシュの無効化を微調整できます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
レプリケーションエージェントの設定は、AEMディスパッチャーのキャッシュ管理の基
本的な側面です。Adobeのドキュメントでは、AEMでホストされているWebサイトのコ
ンテンツの鮮度を確保するための重要なステップであるキャッシュの無効化を自動的に処

理するようにレプリケーションエージェントを設定およびカスタマイズする方法につい

て説明しています。この機能は AEM as a Cloud Serviceおよび AEM 6.5以降でサポート
されているため、あらゆる AEMデプロイメントで効果的なキャッシュ管理を行うための
多目的ツールとなります。

最新問題: 2
どの AFM機能を使用して、ページに依存しないテキストと関連メディアを作成し、それを
任意のページで再利用したり、必要に応じてアプリに配信したりできますか?
A.経験のかけら
B.単一ページ編集
C.コンテンツフラグメント
Answer: C (メーッセージを残す)
AEMでは、コンテンツフラグメントは、さまざまなページやアプリケーションで再利用で
きる、ページに依存しないテキストとメディアを作成できるように設計されています。コ

ンテンツフラグメントは特定のレイアウトに結び付けられていないため、モバイルアプリ

やWebページを含む複数のチャネルへのコンテンツの再利用と配信に非常に汎用性があ
ります。

コンテンツフラグメントの主な機能:
再利用可能なコンテンツ:コンテンツフラグメントには、さまざまなページで再利用した
り、APIを通じて外部チャネルに配信したりできる構造化されたコンテンツと関連するメ
ディアアセットが含まれます。

チャネルに依存しない配信:コンテンツフラグメントはページ構造に依存しないため、あ
らゆるデジタルエクスペリエンスに簡単に配信でき、オムニチャネルコンテンツ戦略に適

しています。

構造化データ管理:コンテンツフラグメントは、構造化されたモジュール型コンテンツの
作成を可能にするデータモデルをサポートし、コンテンツ管理の一貫性とスケーラビリ

ティを向上させます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
コンテンツフラグメントは、再利用可能なコンテンツを作成および管理するための AEM
の重要な機能です。コンテンツフラグメントは、モバイルアプリケーションやシングル

ページアプリケーションなど、コンテンツを複数のフロントエンドに配信する必要がある

ヘッドレス CMSシナリオでよく使用されます。AEMドキュメントでは、コンテンツオー
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サリングワークフロー内でコンテンツフラグメントを効果的に作成、管理、使用する方法

についてさらに詳しく説明しています。

最新問題: 3
コンポーネントの設計プロパティを定義するために使用される項目はどれですか?
A.初期コンテンツ
B.レイアウト
C.ポリシー
Answer: (解答を表示する)
Adobe Experience Manager (AEM)では、ポリシーを使用してコンポーネントのデザイン
プロパティを定義します。ポリシーを使用すると、開発者やコンテンツ作成者は、ページや

テンプレート間で再利用可能なコンポーネントのデザイン固有のパラメーターを設定でき

ます。これらのポリシーはテンプレートエディター内で管理され、レイアウト、スタイル、

レスポンシブ動作などの側面を制御するように設定できるため、Webサイト全体で一貫し
たデザインが確保されます。

ポリシーの主な特徴:
一貫したデザイン管理:ポリシーにより、コンポーネントが事前定義されたデザイン標準に
準拠していることが保証され、複数のページにわたってブランドの一貫性が維持されま

す。

柔軟なコンポーネント構成:ポリシーはテンプレートレベルで定義できるため、サイトの
特定のコンテキストや要件に基づいてデザインプロパティを変更できます。

一元管理:ポリシーを通じてデザインプロパティを管理することにより、AEMでは単一の
場所からサイト全体のデザイン変更を簡単に更新および反映できます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
テンプレートエディターとコンポーネントデザインに関する AEMドキュメントでは、コ
ンポーネントデザインプロパティを管理するためのポリシーの使用が強調されています。

ポリシーは、デザインルールを定義するための構造化された方法を提供し、コンテンツの

表示に対する一貫性のある柔軟なアプローチをサポートします。

最新問題: 4
自動フォーム変換サービスは、どの Adobeサービスを通じて PDIフォームをアダプティ
ブフォームに変換しますか?
A. Adobeフォーム
B. Adobe Sensei
C.アドビクラウド
Answer: B (メーッセージを残す)
Adobe Experience Managerの自動フォーム変換サービスは、Adobeの AIおよび機械学習
フレームワークである Adobe Senseiを利用して、静的な PDFフォームをアダプティブ
フォームに変換します。この変換では、フォームフィールドやその他の要素を認識して

マッピングする Senseiの機能を活用し、従来のフォームから、最新のデジタルエクスペリ
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エンスに最適化された動的でレスポンシブなアダプティブフォームへの移行を効率化し

ます。

フォーム変換における Adobe Senseiの重要なポイント:
AI駆動型フォーム認識: Adobe Senseiは、PDFフォーム内のフィールド、テキスト、その
他の要素の識別と変換を自動化し、よりスムーズで高速な変換プロセスを実現します。こ

れにより、フォーム作成に通常必要な手作業の労力が大幅に削減されます。

強化されたユーザーエクスペリエンス:結果として得られるアダプティブフォームは、さ
まざまなデバイス間でデジタルインタラクションを行うために不可欠な、応答性の高い

ユーザーフレンドリーなエクスペリエンスを提供します。

AEM Formsとの統合: Adobe Senseiは AEM Formsとシームレスに統合され、PDFから
作成されたアダプティブフォームが意図した機能を維持し、AEM環境内で使用できるよ
うになります。

Adobe Experience Managerリファレンス:
Adobe Senseiの機能は AEM Forms、特に自動フォーム変換機能に組み込まれており、組
織がフォームを迅速かつ効率的に最新化するのに役立ちます。Adobeのドキュメントで
は、Senseiが AEMのさまざまな側面、特にフォーム管理とコンテンツのパーソナライ
ゼーションにどのように貢献しているかについてさらに詳しく説明しており、AEM機能の
強化における AIの役割を強調しています。

最新問題: 5
公開されたWebサイト上の特定のページへのアクセスを制限する管理機能はどれですか?
A. AEMグループ
B.管理者グループ
C.クローズドユーザーグループ
Answer: (解答を表示する)
Adobe Experience Managerでは、クローズドユーザーグループ (CUG)は、公開された
Webサイトの特定のページまたはセクションへのアクセスを制限する管理機能です。CUG
を使用すると、組織はユーザー認証に基づいてコンテンツへのアクセスを制限し、承認さ

れたユーザーのみが特定のコンテンツを表示できるようにすることができます。この機能

は、メンバー専用のセクション、ゲートコンテンツ、またはアクセス制限が必要なシナリオ

を作成する場合に特に便利です。

クローズドユーザーグループの主な機能:
コンテンツへのアクセスの制御: CUGは、指定されたグループに属するユーザーのみが特
定のページにアクセスできるようにし、コンテンツの可視性を安全に管理する方法を提供

します。

認証要件: CUGで保護されたコンテンツにアクセスするには、ユーザーはログインし、承
認されたユーザーグループに属している必要があります。これにより、セキュリティがさ

らに強化されます。
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柔軟なアクセス制御: CUGはサイトの個々のページまたはセクション全体に適用できるた
め、コンテンツアクセスを柔軟に管理できます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
クローズドユーザーグループについては、AEMのコンテンツアクセス管理に関するド
キュメントで詳しく説明されています。クローズドユーザーグループは、特にさまざまな

ユーザーグループに異なるアクセスレベルが必要な環境で、コンテンツへの安全なアクセ

スを管理するための効果的なツールです。CUGは AEM as a Cloud Serviceと AEM 6.5+
の両方でサポートされており、公開されたコンテンツに対する堅牢なアクセス制御オプ

ションを提供します。

最新問題: 6
Adobe Targetの統合で許可される場所の最大数はいくつですか?
A. 100
B. 1,000
C. 50
Answer: B (メーッセージを残す)
Adobe Targetでは、統合できる場所の最大数は 1,000に設定されています。Adobe Target
の場所は、パーソナライズされたコンテンツを表示できるデジタルプロパティ内の特定の

領域を表します。この上限は、パーソナライズされたコンテンツ配信のスケーラビリティ

とパフォーマンスを管理するのに役立ち、Adobe Targetがさまざまなデジタルエクスペ
リエンスにわたって多数のパーソナライズされたコンテンツスポットを処理できるよう

にします。

Adobe Experience Managerリファレンス:
Adobe Targetと AEMの統合に関する Adobeドキュメントでは、パーソナライゼーション
の取り組みを管理および拡張する際の機能と制限について概説しています。これらのリ

ソースにより、デジタルパーソナライゼーション戦略の効果を最大化するために、AEM内
で Targetを最適に実装する方法を実践者が理解できるようになります。

最新問題: 7
アクセス制御リストの管理に Adobeが推奨する方法は何ですか?
A.ユーザーに直接権限を割り当てる
B.グループに権限を割り当てる
C. allowは控えめに使用してください
Answer: B (メーッセージを残す)
Adobe Experience Manager (AEM)では、個々のユーザーではなくグループに権限を割り
当ててアクセス制御リスト (ACL)を管理することを推奨しています。この方法により、権
限管理が簡素化され、セキュリティが強化され、システム全体でアクセス制御の一貫性が

確保されます。グループに権限を割り当てることで、管理者は同様の役割と責任を持つ複

数のユーザーのアクセスを効率的に制御でき、個々のユーザーレベルで権限を管理するこ

とに伴う複雑さとオーバーヘッドが軽減されます。

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18-mondaishu.html


グループベースの権限の主な利点:
管理の簡素化:権限はグループを通じて集中管理できるため、権限を個別に調整することな
く、ユーザーの追加や削除が簡単になります。

スケーラビリティ:グループベースの権限は、特に個々の権限の管理が面倒になる可能性が
ある大規模な組織では、よりスケーラブルです。

一貫性とセキュリティ:グループに権限を割り当てることで、組織はグループのすべてのメ
ンバーが均一なアクセス権を持つことを保証し、権限の誤構成のリスクを軽減し、全体的

なセキュリティを強化できます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
Adobeでは、AEMのユーザーおよびグループ管理のベストプラクティスにおいて、グルー
プレベルで権限を割り当てることを推奨しています。このアプローチにより、特に多数の

ユーザーとロールがある複雑な環境では、権限の管理と適用が容易になります。ユーザー

管理に関する AEMのドキュメントには、グループを使用して ACLを効果的に管理するた
めの詳細な情報が記載されています。

最新問題: 8
コンポーネント構成に新しいカスタムオプションを導入するには、コンテンツ作成者はど

のチームメンバーと協力する必要がありますか?
A. AEM開発者
B.より高い権限を持つコンテンツ作成者
C. OSGi構成開発者
Answer: (解答を表示する)
コンポーネント設定に新しいカスタムオプションを導入するには、コンテンツ作成者は

AEM開発者と連携する必要があります。AEM開発者は、特定のコンテンツ作成要件を満た
す新しい設定オプションの追加など、コンポーネントの構築と変更を担当します。AEM開
発者と連携することで、コンテンツ作成者は、必要な仕様に従ってコンポーネントがカスタ

マイズされ、AEMエコシステム内で適切に統合されることを保証できます。
コンポーネントのカスタマイズにおける AEM開発者の主な責任:
コンポーネントの設定と開発: AEM開発者は、コンポーネントダイアログと設定を作成ま
たは変更して、コンテンツ作成者の必要に応じてカスタムオプションを導入できます。

HTLおよび AEMのベストプラクティスの理解:開発者は、HTLやその他の AEMフレー
ムワークの使用を含め、カスタム構成が AEMのベストプラクティスと標準に準拠してい
ることを確認します。

強化されたオーサリングエクスペリエンスのためのコラボレーション:コンテンツ作成者
と緊密に連携することで、開発者はコンポーネント構成をカスタマイズし、使いやすさを

向上させ、特定のコンテンツ作成ワークフローをサポートできます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
コンポーネント開発に関する AEMドキュメントでは、AEM開発者がコンポーネント構成
を変更または新規作成する方法を概説しています。開発者と連携することで、カスタムコ
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ンポーネントのニーズに適切に対応し、開発者の専門知識を活用して最適な実装を行うこ

とができます。

最新問題: 9
SPAコンポーネントからバックエンドコンポーネントへの 1対 1の一致を実現するに
は、どのモデルを事前に知っておく必要がありますか?
A. JSON
B. CSV
C. XML
Answer: A (メーッセージを残す)
Adobe Experience Manager (AEM)シングルページアプリケーション (SPA)プロジェクト
では、SPAコンポーネントとバックエンドコンポーネントを 1対 1で一致させるために
JSONモデルが不可欠です。JSONは、フロントエンドとバックエンド間でシームレスな
データ交換を可能にするため、AEM SPAに推奨されるデータ形式です。AEMは JSONを
活用して、Sling Model Exporterを通じてコンポーネントのコンテンツと構造を公開し、フ
ロントエンド開発者が SPAコンポーネントを対応するバックエンドコンポーネントに直
接バインドできるようにします。

AEM SPA開発における JSONの主な機能:
コンポーネントマッピング: JSONは、SPAコンポーネントと AEMバックエンドコン
ポーネントのマッピングを容易にし、両者間の直接的な相関関係を保証します。

データ交換形式: JSONは軽量で解析が簡単なため、AEMのコンテンツデータを使用する
ために JSONがよく使用される Reactや Angularなどの SPAフレームワークに最適で
す。

AEM Sling Model Exporterの統合: AEMの Sling Model Exporterからの JSON出力によ
り、構造化データをフロントエンドコンポーネントですぐに利用できるようになり、開発

が効率化され、データの一貫性が確保されます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
AEMの SPAフレームワークドキュメントでは、JSONを設定して使用し、SPAコンポー
ネントをバックエンドコンポーネントに接続する方法について説明しています。JSONモ
デルを理解することで、開発者は AEMから動的コンテンツを効率的に取得し、応答性の高
いユーザーエクスペリエンスを提供する SPAを作成できます。

最新問題: 10
典型的な AFMスクリーンプロジェクトにおける AFM実装者の役割は何ですか?
A.システム管理者
B.経験著者
C.開発者
Answer: C (メーッセージを残す)
一般的な AEM Screensプロジェクトでは、AEM実装者の役割は開発者の役割と一致しま
す。開発者は、ハードウェアのセットアップ、コンテンツの統合、デジタルサイネージ用の
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カスタムアプリケーションまたはワークフローの開発など、Screensソリューションの構
成と構築を担当します。開発者は、AEM Screens実装が技術仕様を満たし、さまざまなデ
バイスや場所で意図したとおりに機能することを保証する上で重要な役割を果たします。

AEM Screensプロジェクトにおける開発者の主な責任:
技術的な構成とセットアップ:開発者は、画面を AEMインスタンスに接続し、ハードウェ
アを構成し、ネットワークとディスプレイの構成をセットアップするなど、技術的なセッ

トアップを担当します。

コンテンツの統合とカスタマイズ:表示用のコンテンツを統合する作業を行います。これに
は、コンポーネントの作成や変更、複数の画面にわたるコンテンツを管理するためのカス

タムワークフローの設定が含まれる場合があります。

トラブルシューティングとサポート:開発者は継続的なサポートを提供し、技術的な問題の
トラブルシューティングを行って、Screensソリューションが引き続き運用可能かつ効果
的であることを保証します。

Adobe Experience Managerリファレンス:
AEMの Screensに関するドキュメントでは、デジタルサイネージプロジェクトの設定と
保守における開発者の役割を強調しています。開発者の専門知識により、AEM Screensソ
リューションのすべての技術的側面が正しく実装され、クライアントの要件に合わせて最

適化されます。

最新問題: 11
要件を定義し、KPIメトリックを設定し、AFMスクリーンプロジェクトの主な推進役とな
るのは誰ですか?
A.ビジネス戦略家
B.プロジェクトマネージャー
C. AEM実装者
Answer: A (メーッセージを残す)
Adobe Experience Manager (AEM) Screensプロジェクトでは、ビジネスストラテジスト
は通常、プロジェクト要件の定義、主要業績評価指標 (KPI)の設定、プロジェクトの戦略的
ビジョンの推進を担当します。プロジェクトの主な推進者として、ビジネスストラテジス

トは、プロジェクトがビジネス目標と一致していること、および KPIが展開の成功を効果
的に測定していることを確認します。ビジネスストラテジストは関係者と緊密に連携して

プロジェクトの目標を確立し、すべてのプロジェクトフェーズが定義された目標を満たす

ようにします。

ビジネス戦略家の主な責任:
要件定義:ビジネスニーズを収集して文書化し、プロジェクトチームにとって実行可能な
要件に変換します。

KPIの確立:戦略家は、プロジェクトの成功を追跡し、ビジネス目標が満たされていること
を確認するために、KPIを設定して監視します。

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18-mondaishu.html


プロジェクトのビジョンと方向性:主なプロジェクト推進者として、戦略家はリーダーシッ
プと方向性を示し、プロジェクトを組織の戦略目標に合わせます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
AEM Screensプロジェクトでは、ビジネス価値と望ましい結果を明確に説明できるビジネ
ス戦略担当者の存在がメリットとなります。プロジェクト管理の役割に関する AEMド
キュメントでは、慎重な計画と目標設定を通じてプロジェクトの成功を定義し、達成する

ための戦略の重要性を強調しています。

最新問題: 12
ビジネス実務家はプロジェクトの計画段階にあります。この段階で完了する必要があるマ

イルストーンはどれですか?
A.コンテンツアーキテクチャ
B.権限
C.リスク評価
Answer: C (メーッセージを残す)
プロジェクトの計画段階では、重要なマイルストーンとしてリスク評価を完了する必要が

あります。これには、プロジェクトの成功に対する潜在的なリスクの特定、その潜在的な影

響の分析、およびリスクを軽減するための戦略の決定が含まれます。この段階でリスク評

価を完了すると、プロジェクトチームが積極的に計画を立て、プロジェクトのライフサイ

クル全体を通じてリスクを効果的に管理できるようになります。

計画段階におけるリスク評価の重要な要素:
リスクの特定:タイムライン、リソース、テクノロジー、利害関係者の期待に関連する潜在
的なリスクが特定され、文書化されます。

影響の分析:各リスクの影響を評価して、プロジェクトの成功に対する潜在的な影響を把握
します。

軽減戦略:フォールバック計画の実施や追加リソースの割り当てなど、影響の大きいリスク
の発生可能性に対処または軽減するための計画が策定されます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
リスク評価はプロジェクト管理の標準的な部分であり、あらゆる AEMプロジェクトの計
画フェーズで不可欠です。Adobeのプロジェクト管理ドキュメントでは、プロジェクトラ
イフサイクルの後半で予期しない問題が発生するのを避けるために、早い段階で徹底的な

リスク評価を実施することを推奨しています。

最新問題: 13
Adobe以外のどの製品をすぐに AFMと統合できますか?
A.メールチンプ
B. SAP
C.正確なターゲット
Answer: B (メーッセージを残す)
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Adobe Experience Manager (AEM)には、SAPとのすぐに使用できる統合機能が含まれて
おり、2つのプラットフォーム間でデータと資産管理をシームレスに接続できます。この統
合により、組織は AEMのデジタル資産管理を SAPのエンタープライズリソースプラン
ニング (ERP)データと連携させ、運用ワークフローとデータ共有を強化できます。
AEMと SAPの統合の主な利点:
合理化された資産およびデータ管理: SAP統合により、企業は AEMのデジタル資産管理を
ERPプロセスに接続し、製品情報と資産を効率的に管理できるようになります。
運用効率の向上:組織は、バックエンドプロセスおよび SAP内に保存されているデータに
合わせて資産を同期および管理できるというメリットを享受できます。

すぐに使用できる接続: Adobeは SAPとの事前構成済みの統合を提供しており、システム
間の互換性と安定性を確保しながら、セットアップに必要な時間と労力を削減します。

Adobe Experience Managerリファレンス:
Adobe Experience Managerは、エンタープライズシステム向けの広範な統合サポートを
提供しており、SAP統合は、デジタルマーケティングとコンテンツ管理に AEMを利用す
る多くの大規模組織にとって共通の要件です。AEMドキュメントには、サポートされてい
る統合シナリオと実装ガイダンスに関する詳細が記載されています。

最新問題: 14
キャンペーンやメッセージング全体で一貫性とブランドアイデンティティを維持しなが

ら、単一のプラットフォームからすべてのモバイルプロパティとWebプロパティを制御
したい場合、組織はどの AFM機能を使用すればよいですか。
A. AEMプロジェクト
B.マルチサイト管理
C.バージョン管理
Answer: B (メーッセージを残す)
AEMのマルチサイト管理 (MSM)は、すべてのチャネルでブランドアイデンティティの一
貫性を確保しながら、単一のプラットフォームからモバイルプロパティとWebプロパ
ティの両方を制御する必要がある組織で使用すべき機能です。MSMを使用すると、複数の
サイト間でコンテンツを共有および同期できるため、コンテンツのローカライズされた

バージョンを管理する必要があるグローバルブランドにとって特に便利です。

マルチサイト管理の主な機能:
集中管理とローカリゼーション: MSMを使用すると、さまざまなサイトや言語にまたがっ
て複製できるマスターコンテンツ設定が可能になり、一貫性を維持しながらローカライズ

された適応が可能になります。

ブループリントとライブコピー: MSMを使用すると、組織はマスターサイトのブループ
リントを作成し、地域または言語固有のサイト全体でライブコピーを管理できます。マス

ターコンテンツに加えられた変更はライブコピーに自動的に反映され、統一性が維持され

ます。
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キャンペーン全体でのブランドの一貫性:すべてのサイトを単一のプラットフォームから
管理することで、組織は場所や言語に関係なく、ブランディング、メッセージング、キャン

ペーン要素の一貫性を確保できます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
マルチサイト管理は、さまざまな地域や言語にまたがる広範なWebプレゼンスを持つ組
織にとって、AEMに不可欠な要素です。Adobeは、スケーラブルなコンテンツ管理を実現
し、複数のサイト間でブランドの一貫性を確保するために MSMを効果的に実装する方法
について包括的なガイダンスを提供しています。この機能は、グローバルなコンテンツ操

作とクロスチャネルの一貫性をサポートする AEM as a Cloud Serviceで特に重視されて
います。

最新問題: 15
AFMをクラウドサービスとして使用するクライアントは、すべてのチャネルにわたる
ターゲティングと測定を通じてコンテンツの関連性を高めたいと考えています。この目標

を達成するには、どの 2つの機能を使用する必要がありますか? (2つ選択してください)。
A. AEM as a Cloud Serviceでターゲット設定を作成する
B.Webコンソールで Adobe Analytics OSGi構成を有効にして構成する
C. AFM Sitesの拡張機能として Adobe Targetを追加して設定する
D. Adobe Launchの拡張機能として Adobe Targetを追加して設定する
Answer: A,D (メーッセージを残す)
Adobe Experience Manager as a Cloud Serviceでチャネル間のターゲティングと測定を
通じてコンテンツの関連性を高めるには、クライアントは AEM内に Target設定を作成
し、それを Adobe Launchと統合して Adobe Targetを活用する必要があります。Adobe
Launchはタグ管理システムとして機能し、さまざまなチャネルにわたる Adobe Targetの
導入と管理を可能にし、パーソナライズされたエクスペリエンスとチャネル間の追跡を促

進します。

ターゲティングと測定の重要なステップ:
AEMでの Adobe Target設定: AEM内で Adobe Targetを設定すると、クライアントは
AEMインターフェイスで直接ターゲティングルールを設定し、コンテンツをパーソナラ
イズできます。この設定により、AEMはユーザーの行動とプロファイルに基づいて関連コ
ンテンツを配信できるようになります。

Adobe Launchの統合: Adobe Launch内に Adobe Targetを拡張機能として追加すると、
複数のデジタルチャネルにわたる包括的な追跡およびターゲティング機能が有効になり

ます。Adobe Launchは、ターゲティングルールを一元的に管理する場所を提供し、AEM
as a Cloud Serviceとシームレスに統合して効率的な展開を実現します。
Adobe Experience Managerリファレンス:
Adobeのドキュメントでは、AEM内で Adobe Targetを設定し、Adobe Launchを使用して
ターゲティングと分析を管理する方法について説明しています。この設定により、パーソ

ナライゼーションとパフォーマンス測定に対する堅牢でスケーラブルなアプローチがサ

ポートされ、すべての顧客タッチポイントでコンテンツの関連性が向上します。
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最新問題: 16
典型的な AFMプロジェクトにおける建築家ペルソナの責任は何ですか?
A.予算を定義し、その予算に基づいてプロジェクトにリソースを割り当てる
B.ソリューションとシステムの高レベル設計
C.納品の品質。基準を満たしていることを確認する
Answer: (解答を表示する)
Adobe Experience Managerプロジェクトでは、アーキテクトペルソナがソリューション
とシステムの高レベルの設計を担当します。これには、全体的なアーキテクチャの定義、テ

クノロジの選択、統合ポイントの確立、ソリューションがビジネス要件と技術要件に合致

していることの確認が含まれます。アーキテクトは、ビジネスニーズを一貫した技術戦略

に変換し、プロジェクトを概念段階から実装まで導く上で重要な役割を果たします。

建築家の主な責任:
システム設計とアーキテクチャ:アーキテクトは、コンポーネントの相互作用方法、データ
の流れ、システムがスケーラビリティとセキュリティの要件を満たす方法を指定して、シ

ステムの青写真を定義します。

テクノロジーの選択と統合: AEMモジュールや統合などの適切なテクノロジーとツールを
選択して、堅牢でスケーラブルなソリューションを構築します。

ビジネス目標との整合:アーキテクトは関係者と緊密に連携して、ソリューションが組織の
目標を満たし、ベストプラクティスと業界標準に準拠していることを確認します。

Adobe Experience Managerリファレンス:
AEMドキュメントには、アーキテクトを含むさまざまなプロジェクト担当者の役割と責任
が概説されています。一般的な AEMプロジェクトでは、アーキテクトが実装の成功と長期
メンテナンスをサポートする基礎設計を提供するため、プロジェクトの成功にはアーキテ

クトの役割が不可欠です。

有効な AD0-E126問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E126試験
問題集！ GoShiken.comが最新の AD0-E126試験問題集を提供しています。
GoShiken.com AD0-E126試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com AD0-E126問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E126-mondaishu.html (5230%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
クライアントは、複数のページを一度に遅滞なく公開したいと考えています。

TouchUIコンソール経由でこれらのページを公開する 2つの方法は何ですか? (2つ選択し
てください。)

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E126.v2025-01-04.q18-mondaishu.html
https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E126-mondaishu.html


A.ページを選択した状態で、パブリケーションの管理にアクセスし、シェディングを「今す

ぐ」に設定してパブリッシュアクションを実行します。

B.すべてのページを選択し、公開の管理にアクセスして、クイック公開アクションを実行
します。

C.ページを選択した状態で、ページプロパティにアクセスし、公開アクションを実行しま
す。

D.ページを選択し、クイック公開アクションを実行します。
Answer: B,D (メーッセージを残す)
TouchUIコンソールを使用して Adobe Experience Manager (AEM)で複数のページを一度
に公開するには、クイック公開アクションが最も効率的な方法です。必要なページをすべ

て選択してクイック公開を使用すると、作成者は追加のスケジュール設定を必要とせずに

複数のページを同時に公開できます。このアプローチは即時のコンテンツ展開に適してお

り、選択したすべてのページが最小限の遅延で公開されます。

AEMのクイック公開の主な機能:
即時公開:クイック公開を使用すると、追加のスケジュール設定手順を必要とせずに、選択
したページをすぐに公開できます。

バッチ公開:作成者は複数のページを選択し、1回の操作で公開できます。これは、一括更
新やサイトの立ち上げに特に便利です。

ユーザーフレンドリーなインターフェース:クイック公開オプションは TouchUIコンソー
ルから直接アクセスできるため、プロセスが合理化され、コンテンツの公開に必要な時間

が短縮されます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
AEMのクイック公開機能は、特に複数のページをすぐに公開する必要がある場合に、効率
的なコンテンツ管理を容易にするように設計されています。コンテンツ公開ワークフロー

に関する Adobeのドキュメントでは、クイック公開を使用してプロセスを合理化し、AEM
での迅速かつ効果的なコンテンツ展開をサポートする方法について説明しています。

最新問題: 18
クライアントは、ページの変更が公開されたときに正しく表示されることを確認する必要

があります。このクライアントのプレビューモードの使用を正確に説明している 2つの文
はどれですか? (2つ選択してください。)
A.プレビューモードをオンにするとページが更新されます
B.プレビューモードでは、ページの構造が簡単にわかるように、parsysの境界線が表示さ
れます。

C.プレビューモードでは、リンクを使用してナビゲートできます。
D.プレビューモードではページコンテンツは更新されません
Answer: A,C (メーッセージを残す)
Adobe Experience Manager (AEM)のプレビューモードでは、コンテンツ作成者はページ
の変更が公開されたときにどのように表示されるかを確認できるため、実際のサイトエク
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スペリエンスに近いものが得られます。プレビューモードを使用すると、作成者はページ

レイアウト、コンテンツ、および機能がライブになる前に期待どおりに動作することを確

認できます。

プレビューモードの主な機能:
アクティブ化時のページ更新:プレビューモードがアクティブ化されると、ページが更新
され、公開されたビューに非常によく似た、編集コントロールのないバージョンが表示さ

れます。これにより、作成者はライブ環境のコンテキストでページの外観と機能を確認で

きます。

ナビゲーションとリンク機能:プレビューモードでは、リンクとナビゲーション要素の使
用がサポートされているため、作成者はユーザーと同じようにページフローを体験でき、

すべてのインタラクティブ要素が正しく機能することが保証されます。

Adobe Experience Managerリファレンス:
プレビューモードに関する Adobeのドキュメントでは、ページコンテンツと構造の検証
におけるその役割が強調されています。この機能は、ナビゲーションリンクを含むページ

のすべての側面が公開バージョンで正しく機能することを確認する必要があるコンテンツ

作成者にとって不可欠であり、リリース時にスムーズなユーザーエクスペリエンスを保証

します。

Valid AD0-E126 Dumps shared by GoShiken.com for Helping Passing AD0-E126
Exam! GoShiken.com now offer the newest AD0-E126 exam dumps, the
GoShiken.com AD0-E126 exam questions have been updated and answers have
been corrected get the newest GoShiken.com AD0-E126 dumps with Test Engine
here: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E126-mondaishu.html (52 Q&As Dumps,

30%OFF Special Discount: Freepdfdumps)
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